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発掘調査により、人が定住した痕跡が大きく次の 2個所発見されている。

古い痕跡は 15 号住居跡を伴う厚手爪形文土器（BP11,200) が出土する土器集中部 C・Bであり、新しい

痕跡は 11号住居跡他を伴う薄手爪形文・多縄文系土器（BP10,110) が出土する土器集中部 A・D周辺である。

これらの範囲は、人の長時間の活動を想定し得るので、土器分布範囲を土面（舗装）として表現する。

整備では、新しい痕跡の 11 号住居跡の復元を遺構表現の中心として、同時に存在しなかった他の住居

跡は痕跡として表示する。また土坑についても重複するものは誤解を招かないよう整理して、より実態

に近い形で表現する。

また、発掘調査時の状況や遺物等については解説板で補う。尚、各種の整備構造物等は特に遺跡景観

に配慮したものとする。

3-4. 遺構表現

縄文時代草創期の遺構概要と整備方法

　3-4-1. 遺構表現計画
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土器集中部 A
（多縄文系土器）

土器集中部 B
（厚手爪形文土器）

土器集中部 C
（厚手爪形文土器）
BP.11,200

土器集中部
（薄手爪形文 ・ 多縄文系土器）
BP.10,110

11 号住居跡

（7 号住居跡）

9 号住居跡

13 号住居跡

57 号土坑

【8 号集石】
（復元的表現）

15 号住居跡
（66 号土坑）

70 号土坑

74 号土坑

67 号土坑

68 号土坑

83 号土坑

（71 号土坑）

（72 号土坑） 【75 号土坑】

（袋状土坑）

（65 号土坑）土坑の重複による新旧関係

（新）　71 ＞ 72 ＞ 75 （旧） ＜ 65　（新 )

43 号土坑

（新）70 ＞ 66（旧）

遺構表現・発掘調査平面重図　S=1/200（A3）



第 27 図　遺物集中の核と 66 号土坑？・70 号土坑

158.0m

15
8.
0m

67号土坑・68号土坑・69号土坑土層セクション作成ラ イン
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15 号住居跡

（66 号土坑）・70 号土坑

65-75 号土坑

65 号土坑

66

70

66

70

68

69

67

71

72

75

65

74

（66 号土坑）　（南東から）

70 号土坑　（南東から）（66 号土坑）・70 号土坑　平面図・断面図

71 号土坑

71 号土坑　（南東から）
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75 号土坑

72 号土坑　（北東から）

72 号土坑・75 号土坑　断面図

75 号土坑　（北から）

74 号土坑

74 号土坑　断面図

74 号土坑

83 号土坑

83 号土坑（南から）

83 号土坑　平面図・断面図

67 号土坑・68 号土坑

67

68
69

67 号土坑・68 号土坑　（南東から）

67 号土坑・68 号土坑　断面図

75 号土坑　
袋状の構造を展示
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11 号住居跡

8号集石

57 号土坑

7・10・11 号住居跡　平面図

7・10・11 号住居跡（南から）
57 号土坑 a・b　平面図・断面図

57 号土坑 a（東から） 57 号土坑 b（北西から）

8号集石　平面図・断面図

8号集石（南から）

7号住居跡 11 号住居跡

10 号住居跡

7・10・11 号住居跡　断面図

9号住居跡・13 号住居跡

9号

13 号

11 号住居跡　
復元展示
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土器集中部 A
（多縄文系土器）

土器片集中部 B
（厚手形文土器）

土器集中部 C
（厚手爪形文土器）
BP.11,200

土器集中部
（薄手爪形文 ・ 多縄文系土器）
BP.10,110

11 号住居跡 （上部構造復元）

9 号住居跡

13 号住居跡

57 号土坑

【8 号集石】
（復元的表現）

15 号住居跡

解説板 500 × 500-2 基

70 号土坑

74 号土坑

67 号土坑

68 号土坑

83 号土坑

【75 号土坑】

（袋状土坑）

構造展示

43 号土坑

・ ・ ・ 解説板 （50cm × 50cm-2 基）

・ ・ ・ 窪み表現

・ ・ ・ 土系舗装
　　　　（遺物の集中範囲を表現）

（新）70 ＞ 66（旧）

【遺構名称】　 ・ ・ 構造を展示する遺構

 遺構名称　　 ・ ・ 痕跡を表現する遺構

遺構表現の凡例

遺構表現計画平面図　S=1/200（A3）

解説板 500 × 500-2 基

解説板 500 × 500-2 基

解説板 500 × 500-2 基

解説板 500 × 500-2 基

解説板 500 × 500-1 基



158.0m 

15
8.
0m
 

0 

※　遺構確認面はIII
　　２号溝より西側

11住

7住

12住縄文前期初頭の住居跡

10住縄文早期末

赤線・水色

C3 グリッド投影図　S=1/60

158.0m 

0 5m 

※　遺構確認面はIIIc中位～下位 
　　２号溝より西側はIV層上面まで調査 

赤・水色の線は縄文草創期住居のエレベーション図
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1) 遺　構

①　遺構の状況 

検出遺構　不整楕円形　長軸 3.8m、短軸 3.2m、確認面からの深さ 0.25m、

擂鉢状に掘り窪む。

長軸方位　北東―西南

床　面 本遺構に伴うと考えられる柱穴、炉は検出されず。

遺　物 縄文時代の土器・石器・礫が出土。

 覆土下位に流れ込みによる焼土ブロックが存在した。

その他 北側に7号住居跡(縄文草創期）、東側に10号住居跡（縄文早期）

と切り合う。

②　遺構の考察  

　周囲の地盤面　 

右図には、草創期の遺物と草創期以外の土器片の分布状況、また遺構の構築

示す。遺構の構築面は、次の事項より遺構確認面≒基本土層Ⅲ c 層上面に近

似すると考えられる。周囲の地盤はほぼ平坦ではあるが、南西側が数センチ

高い。 

根　拠

①　この深度で遺構が確認されたこと。

②　縄文時代の土器は IIIc 層中から出土しないこと。

③　本図に示したように、遺物の垂直分布が IIIc 層上面で途切れること。

④　掘り込みの認められない草創期の遺構である 8 号集石においても遺

構の確認面が IIIc 層の上面にあること。

(ドットの小さいものは住居状遺構出土遺物) 

3-4-2.11 号住居跡の復元考察



0 5m 

158.0m 

15
8.
0m
 

0 

※　遺構確認面
　　２号溝より西

11住

7住

12住縄文前期初頭の住居跡

10住縄文早期末

赤線

(ドットの小さいものは住居状遺構出土遺物) 

赤線・水色の線は縄文草創期住居のエレベーション図

※　遺構確認面はIIIc中位～下位 
　　２号溝より西側はIV層上面まで調査 
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　2) 遺物の分布　 

本図では草創期の遺物と遺構との平面・垂直分布を示している。図のよ

うに、遺物の分不状況は遺構の床面に一様ではなく主に南西半に分布する

という偏りがある。その可能性として次が考えられる。

 

①　遺構の埋まった痕跡に重なるように遺物の集中が生じた可能性が

ある。

②　偏りが例えば入口の位置など、住居構造に係る可能性がある。

③　あるいは、居住における屋内の使い分けに起因する可能性もある。

C3 グリッド投影図（縄文草創期の遺構・遺物のみ）　S=1/60



レベル読み値は機械高158.9mでの読み値 

焼土ブロック

での読み値 値

焼土ブロッック
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遺構復元図　S=1/30

1
4
8 1
5
0 1
5
2 1
5
4 1
5
6

1
5
8 1
6
0

( 単位：cm） 

　3) 床面の凹凸　

発掘調査時のレベル読み取り値から、2cm 間隔の

等高線を作図した。 

中央付近が最も低いが、南西側が勾配が緩くなり、

西辺の一角にはテラス状の高まりがある。 

上記の遺物の分布状況とともに、住居構造に係る

可能性がある。 

テラス状の高まり



レベル読み値は機械高158.9mでの読み値 レベル読み値は機械高158.9mでの読み値 

164.2

157.0 157.4

156.0155.7

137.5
135.7

137.3
139.0

139.0
138.5

126.0

138.4

139.0

139.0

137.2

127.4

161.0

142.0

141.0

141.8

140.7

141.3

EPW
141.2

141.5 141.2 142.4
142.2

142.8

142.3

142.3

141.4

141.6

141.4

142.0

141.8

153.5

150.2

150.0

151.4

151.2

151.2

151.7

150.5 151.0
151.0

150.5

150.2

147.7 141.0

140.5

140.4

140.0

134.5

141.2148.3

141.7
147.0

147.6 141.0

141.3148.0
149.0

141.8

140.8

140.5

140.0

149.5

150.6151.7
151.7

152.7
149.5

150.8

138.7
138.7

138.3138.8
139.0

138.7

140.2
151.2

153.8

157.0
157.0

149.2

155.4

150.5

150.0

149.0

150.0

152.4
152.0
148.4

151.1EPE

148.8
149.8

176.8

149.0

142.0

141.0 142.0 139.4

9 号住居跡

58 号土坑

D2-2124.7

148.8

140.4

SPNE
140.5

149.1

141.4147.7151.2
151.3

141.2

142.2

143.3

143.0
143.0

142.4

142.8

171.7

170.3

168.8
170.7

169.2
168.4

175.0

169.8
170.4

168.0

167.0
168.8

144.3

145.8

D2-1C2-3
C2-4

143.5

144.2

143.9
144.0

149.7
159.0

144.7

157.3
157.5

158.3

158.2

158.7

155.0145.0

131.0
128.0

158.4
141.4

142.3

141.8
140.8
140.4140.3141.0

143.7

機械高 BM=158.9mH
数値は、機械高からのレベル読み値

157.7

4 号住居跡 ( 奈良 )

SPE
SPＷ

木の根痕

C3-3 D3-1

SPSW

SPNW

1

2 2

SPNESPSW

2 1

条痕文土器
4 住の 掘りすぎSPSE SPNW

157.5m

157.5m

164.2

157.0 157.4

156.0155.7

137.5
135.7

137.3
139.0

139.0
138.5

126.0

138.4

139.0

139.0

137.2

127.4

161.0

142.0

141.0

141.8

140.7

141.3

EPW
141.2

141.5 141.2 142.4
142.2

142.8

142.3

142.3

141.4

141.6

141.4

142.0

141.8

153.53.3.3..3..

150.2

150.0

151.4444444

151.2

151.2

151.7

150.5 151.0
151.0

150.5

150.2

147.7 141.0

140.5

140.4

140.0

134.5

141.2148.3

141.7
1147.0111111

147.6666666 141.0

141.3148.0
149.0

141.81

140.8

140.5

140.0

149.5

150.6151.711
151.7

152.752 755252 752 752 7
149.5.555

150.8

138.7
138.7

138.3138.8
139.0

138.7

140.2
151.21

15315153.815151555

157.0
157.0

149.29.299.29.29 2

155.4

150.55

150.0505155

149.0

150.0

152.45151515155
152.0
148.44444444

151.1EPE

148.88.8.888
149.8149.8149.8149.8449.8

176.8

149.0

142.0

141.0 142.0 139.4

9 号住居跡

58 号土坑

D2-2124.7

148.8

140.4

SPNE
140.5

149.1

141.4147.714141411414151.2
151.3

141.2

142.2

143.3

143.0
143.0

142.4

142.8

171.7

170.3

168.8
170.7

169.2
168.4

175.0

169.8
170.4

168.0

167.0
168.8

144.3

145.8

D2-1C2-3
C2-4

143.5

144.2

143.9
144.0

149.7
159.0

144.7

157.3
157.5

158.3

158.2

158.7

155.01145.0

131.0
128.0

158.4
141.4

142.3

141.8
140.8
140.4140.3141.0

143.7

機械高 BM=158.9mH
数値は、機械高からのレベル読み値

157.7

4 号住居跡 ( 奈良 )

SPE
SPＷ

木の根痕

C3-3 D3-1

SPSWS

SPNW

1

2 2

SPNESPSW

2 1

条痕文土器
4 住の 掘りすぎSPSE SPNW

157.5m

157.5m

120.1

120.2
123.0

123.3

122.5
122.2

120.6

122.2

123.0

122.0 122.2
121.7

122.9

122.0
121.5

124.2

122.5 121.6
120.7

124.4
124.0

122.0 122.3
123.0

122.8

124.2

124.9

122.4

122.6

122.4
122.2

122.8 123.6
123.4

123.1
123.5

123.0
123.8

124.2 124.4

124.6 122.6

124.5

124.5
123.7

124.1 125.2
124.0

125.0

126.3
126.8

127.3 127.8
126.8 126.0 124.6 124.2

123.8
122.6

121.5

120.6 127.9 128.7

130.2

131.0
121.8122.3123.1

124.4

125.1

126.5

128.7
SPW (126.4)

129.2

128.7
137.1

135.6
137.2

135.0

133.6
134.0

135.4

137.4
138.1

137.2

137.0
132.2

132.1
137.3

139.5138.2138.3
132.2

132.3137.8

130.2
132.6

(138.7)

(138.9)

138.2
152.0
152.9

139.0

156.4

140.2 138.3
139.2

138.4 137.8

D2-4 E2-2

137.2
132.0

130.8
(139.4)

138.9

169.4

Pit1

Pit2

172.0(137.5)

(140.7)

128.2

128.9
129.3

129.3

128.1
129.7

130.3

130.0 129.3

127.3

Pit4

(137.7) 131.7

SPE (131.2)

130.7
133.1
122.0
124.0

132.2

136.0133.6125.2
124.4125.1

125.5

125.5
134.3

128.4

127.4
133.6

133.5
127.5

127.5
127.9
136.5

129.8

188.4

140.2
(138.3)

(137.4)
138.4

181.8
146.7 Pit7

Pit8
(134.7)
159.3

128.6

127.5

127.6

128.6 128.6

128.0
128.2

129.2

128.9
SPW2
129.7

127.9
130.6

129.2

131.3

130.6
130.5

131.0
130.2 129.3

131.8

129.4
129.2

130.1
130.6 130.0

129.2

130.4
130.1

129.2
129.5 128.9 130.2

131.2

130.5 130.4
130.2

130.7 129.6 130.5

130.6

130.3

128.3
129.2

129.0

131.1

130.0

130.0
129.7

128.7 128.7

128.8

130.1
130.3

130.7
130.0 141.0

129.5

129.7

129.1
128.8 138.1

139.8

144.0

142.0

140.8

142.2

140.5

141.2
140.0

130.7
133.0132.2131.0128.2128.4127.6129.0

129.8

128.5

Ⅲc 層上面

120.1

120.2
123.0

123.3

122.5
122.2

120.6

122.2

123.0

122.0 122.2
121.7

122.9

122.0
121.5

124.2

122.5 121.6
120.7

124.4
124.0

122.0 122.3
123.01

122.8

124.2

124.91

122.4

122.6

122.4
122.2

122.8 123.6
123.4

123.1
123.5

123.0
123.8

124.2 124.4

124.6 122.6

124.5

124.5
123.7

124.1 125.211
124.0

125.0

126.3
126.8

127.3 127.8
126.8 126.0 124.6 124.2

123.8
122.6

121.5

120.6 127.9 128.77

130.2

131.0
121.8122.31123.1

124.4

125.1

126.5

128.7
SPW (126.4)

129.2

128.7
137.1

135.6
137.2

135.0

133.633133133133333
134.0

135.44.4.44.444

137.4
138.1

137.2137.137.2137.213737.2137.237.2

137.07.07.0777.07.0.
132.21

132.11
137.333333

139.51313838138.213138.311111
132.2

132.3137.8

130.22222
132.6

(138.7)

(138.9)8.8.888.8.8

138.2
152.0
152.9

139.0

156.4

140.21401401401414 138.333138.3311
139.2

138.4 137.813131313111

D2-4 E2-2

137.2
132.0

130.8
(139.4)

138.91

169.4

Pit1PPP

Pit2

172.0(137.5)37373737373737

(140.7)(14140(14(14(14

128.2

128.9
129.3

129.3

128.1
129.7

130.3

130.0 129.3

127.3

Pit4

(137.7) 131.7

SPE (131.2)

130.71
133.1
122.0
124.0

132.2

136.0133.6125.2
124.41125.1

125.5

125.5
134.3

128.4

127.4
133.6

133.51333333333311
127.5

127.5
127.9
136.5

129.8

188.4

11140.21
(138.3)(138.3(138.3)38.3)138.3)138.3)38.3))

(137.4)3737.47.437.437.4
138.4

181.8
146.7 Pit7

Pit8
(134.7)34.7)4.7)4.7)34.7)4.74.7
159.3

128.6

127.5

127.6

128.6 128.61

128.01
128.28

129.2

128.9
SPW2
129.7

127.9
130.6

129.2

131.3

130.6
130.5

131.0
130.2 129.3

131.8

129.4
129.2

130.1
130.6 130.0

129.2

130.4
130.1

129.2
129.5 128.9 130.2

131.2

130.5 130.4
130.2

130.7 129.6 130.5

130.6

130.3

128.3
129.21

129.0

131.1

130.0

130.0
129.7

128.7 128.7

128.8

130.1
130.3

130.7
130.0 141.01

129.5

129.711

129.1
128.8 138.11

139.81

144.01

142.0

140.81

142.21

140.5

141.2
140.0

130.7
133.0132.2131.0128.2128.4127.6129.0

129.8

128.5

Ⅲc 層上面

　S=1/80
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4）縄文時代草創期の住居跡

　本遺跡の縄文時代草創期の住居跡について、11 号住居跡と同様に床面の等高線図を作成した。そ

の結果、11 号のように床面の片側に緩傾斜を持つものは見られなかった。

　

7 号住居跡

時　　期　　BP10,110　薄手爪形文・多縄文系土器）

平面形状　不正楕円形　長軸：推定 5.2m（北－南）　

短軸：4.0m　長軸 /短軸：1.3

床面形状　擂鉢状に窪み、底面はやや北西にずれる。

　　　　　東半は緩やかな傾斜を持つ。

9 号住居跡

時　　期　BP10,110　薄手爪形文・多縄文系土器

平面形状　不正楕円形　長軸：3.8m（北－南）　

　　　　　短軸：2.8m　長軸 /短軸：1.36

　　　　　東側は凸状に広がる。

床面形状　レベル測点が少ないが、ほぼ平坦と思

われる。

　　　　　東側に僅かな傾斜を持つ。

13 号住居跡

時　　期　BP10,110　薄手爪形文・多縄文系土器

平面形状　不正楕円形　長軸：3.8m（東－西）　

　　　　　短軸：3.0m　長軸 /短軸：1.27

　　　　　東半は西半に比べ広い。

床面形状　ほぼ平坦であるが、南壁際に僅かな傾斜

を持つ。

15 号住居跡

時　　期　BP11,200  厚手爪形文土器

平面形状　正円に近い楕円形　長軸：3.2m（北－南）　

　　　　　短軸：2.8m　長軸 /短軸：1.14

床面形状　ほぼ平坦である。

柱　　穴　床面に支柱や垂木跡の可能性のあるピットが

複数ある。

　　　　　直径 10cm 前後、深さ 15cm 前後のピットが

10 箇所ほど、壁際に弧状に配置する。図中、

pit-a・b は時期が異なる。

他の住居跡に約 1,000 年先行する 15 号住居跡では、床面に建築構造に係ると思われるピットが発見

されている。この壁際に並ぶピットは、小屋組を形成する支柱や垂木の痕跡である可能性がある。
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5）11 号住居の復元案  

　①検討方針

縄文時代草創期（BP10,110）の遺構遺物集中区において、継続的に 4 棟作り替えられた住居のひ

とつであり、地面を掘り込んでいることから、移動する仮小屋のようなものではなく定住のための

住居と判断される。 

縄文時代草創期の住居のあり方として、移動採集から定住に至る過程の過渡的な構造を表現する。

移動採集民の住居は、北方アジア諸民族にみられるように、平地にテント式小屋組を建て、樹皮

や獣被で覆う構造と考えられている。本遺跡の縄文時代草創期の住居跡は浅い擂り鉢状の竪穴であ

り、縄文時代中期以降に見られるような垂直壁で深い竪穴とは様相が異なる。

上部構造においても中期以降に想定されるようなものではなく、さらに初源的なテント構造を基

本とすることが妥当と考えられる。

　②周堤  

　楕円形の掘り込み周囲に、掘削した土を用いた周堤を想定する。 

　周堤は、縄文・弥生以降の多くの住居跡から発見されている。 

　床面の掘り込みに加えて周堤を設けることで、垂木の固定や雨仕舞いを良好にする工夫と考えら

れる。 

　掘削土量は約 2.0 ㎥であり、周堤はこれを超えない土量に設定する。 

  

　③出入り口  

　住居床面が浅くなる方向で、冬季の強い季節風（からっ風）を避けた南辺方向に設定した。屋根

面にそのまま開口を設け、開閉装置は屋根葺き材の獣皮を兼ねるものとする。

　④小屋組検討

本遺跡で発見された 5 棟の縄文時代草創期の住居跡との比較検討や、北方アジア民族に見られる

住居構造との類似性等から、床面に主柱を持たないテント構造を基本として小屋組模型による検討

を行い、復元構造を決定した。

尚、この検討は整備委員会の浅川滋男先生の指導の下に行なった。

　⑤屋根材  

　垂木上に横小舞（粗朶）を架け、樹皮を下葺きとし、その上を獣皮で覆う。出入り口は獣皮で開

閉する。整備上、獣皮と樹皮の間に透湿性防水シート（ゴアテックスシート t0.5mm）を敷設する。

　また、北方民族に倣って獣皮の上に押さえ丸太を置くことも考えられる。

　⑥屋内装置  

a. 敷物

 本住居跡の遺物が疎らな範囲は、擂り鉢状の掘り込みの底にあたる。 

遺物が疎らな要因として、例えば毛皮等の敷物があり、住居廃絶時に取り除いたとも想像され

る。 

その場合、この擂鉢底が寝床等に用いられた範囲とも思われる。 

  

b. 炉 

　床面中央やや北寄りに焼土ブロックが発見されている。 

流れ込みによるとされるので当該位置ではないとしても、この付近の屋内、あるいは屋外に炉があっ

たことも考えられる。 

北方民族のテント構造住居の例（黒龍江省・オロチョン族）

資料提供　浅川滋男（鳥取環境大学）
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北方民族のテント構造住居（樹皮・獣皮の屋根）の例

出典：『アトラスシビリ』1961 年・ソ連科学アカデミー・モスクワ・レニングラード　

マンシ人　白樺の表皮で覆われた円錐形の小屋

ケート人　円錐形の小屋

トゥヴァ人　円錐形の小屋

ハントゥイ人　白樺の表皮で覆われた円錐形の小屋

ハントゥイ人　動物の表皮で覆われた円錐形の小屋

セクリープ人　円錐形の小屋

テレンギト人　フェルトで覆われた円錐形の小屋

トファラル人　円錐形の小屋

ドルガン人　円錐形の小屋 エヴェンク人　トナカイのスウェード
で作られた屋根を持つ円錐形の小屋
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A 案

・垂木勾配がきつすぎる。

・門道の棟木に水勾配をつける。

　　　　　　　　　　　（浅川先生 12/24）

・Ｆ案を軸に進めてもらいたいが、もう少し工夫が必要である。（浅川先生 12/22）

・住居跡の掘り方が東向きに下がり気味なのを人の居住ではなく、人の出入りと考え、東北東向き

にすることは可能か。

・春先の季節風が相当強く、南西向きならばともかく、西南西ではまだ住居跡内に風が吹き込むと

思われる。（萩谷 12/24）

・C案と D案の中間はないか

・門道の工夫がほしい。

・張り出し部分に門道用の小さな三脚をたてるのはどうか

・D案の場合、入り口はどこか　

 ・必ずしも３脚構造にこだわる必要はない。

 ・４脚構造もユーラシアにひろく分布しており、門道部の復元は可能

だと思われる。　（浅川先生 12/9）

・北西からの強い季節風から、北西向きの出入り口は無理がある。

・群馬県東部地域では奈良・平安時代の竪穴住居は季節風の影響もあ

るためか 長軸方向を北東 -南西方向に向け、カマドは東壁に設ける。

・時期の変遷とともに壁の中央部から南東の隅に移していく傾向があ

る。

・草創期の住居跡も長軸方向に入口を設ける場合、11 号住居跡では北

東方向向き、 7 号住居跡では南東向きになるのではないか。また、端

軸方向に入口を設けた場合構造上無理が生じるか。（萩谷 12/9）

B 案

C 案 D 案

E 案 F 案

G 案

H 案
・1/9 浅川先生ご指導の下に作成。

　（立会者：萩谷・中田・加門）

模型による小屋組検討
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決定案（H案）

小屋組　上から 小屋組　南から 小屋組　西から 小屋組　南西から

獣皮　南から 獣皮　西から 獣皮　南西から獣皮　上から

記号 小屋組概要 備考

H 案 ・竪穴底面の平坦部分を中心に三脚を建て、

緩斜面の側に低い三脚を建てる。低い三脚

の 1本は先の三脚頂部に立てかける。

・三脚の下端は竪穴の立上り際より建てる。

尚、埋め込みはしない。

・周堤位置により垂木を立て掛ける。垂木

は周堤盛土で安定させる。

・南西側を出入り口とする。

・E 案と同様に、緩斜面側を前室と考えた復元

案となる。

・遺構面にピットは確認されていないが、埋め

込みを伴わない三脚は痕跡を残さない。

・竪穴の掘削土を周堤に用いる。

・北西からの冬季季節風に対し、南西を出入り

口とする。

出入り口

小屋組　上から 小屋組　南から 小屋組　西から 小屋組　南西から

記号 小屋組概要 備考

H 案 ・三脚の木材はコナラ、垂木の木材はク

リ等とする。

・垂木上に横小舞（粗朶）を架け、樹皮

を下葺きとし、その上を獣皮で覆う。

・樹皮の上には透湿性防水シート（ｺﾞｱﾃｯ

ｸｽｼｰﾄ ) を 2 重に敷設する。

・出入口は獣皮で開閉する。

・頂部は開放とし、雨天時には獣皮で覆う。

・三脚材の頂部は二又（枝）を利用する。

・結束材には蔓や樹木を裂いたものを用いる。

・樹皮はクルミ・カシワ・サクラ等を検討する。

・獣皮にはシカ・イノシシ等の当該地で比較的容

易に入手できるものを検討する。

・獣皮外側に押さえとして丸太材を立てかけるこ

とも検討する。
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11 号住居跡復元展示詳細図　1

11号住居跡復元展示詳細図
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11 号住居跡復元展示詳細図　2

11号住居跡復元展示詳細図
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3-4-3. 竪穴住居跡の遺構表現

・復元展示する 11 号住居跡以外の住居跡は、痕跡として窪んだ状況を表現する。

3-4-4.8 号集石の遺構表現

・8号集石遺構の図面・写真等の記録に基づいて近似した石材を用いて遺構を表現する。
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3-4-5. 土坑の遺構表現

・袋状土坑である 75 号土坑は、その構造を復元し上部にはササを用いた覆いを設ける。

　木の実など、実際に貯蔵実験することも可能となる。

・他の土坑は痕跡として窪んだ状況を表現する。



平面図

立面図

平面図

立面図 側面図

平面図

立面図

平面図

立面図側面図 側面図

側面図
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3-4-6. 解説板等設置

調査地点解説板

遺構解説板（大） 遺構解説板（小）全体案内解説板

標柱

S=1/40




